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１．総合評価 

（１）実施の可否     ■ 可        □ 否 

（２）修正の必要の有無  □ 修正の必要あり  ■ 修正の必要なし 

 

２．総合所見 

本研究は、自動震源決定の作業過程において、地震波の自動検測が非常に重要な部

分を占めていることを踏まえ、その高精度化を目指した研究課題である。 

業務運用のための震源決定における課題の検討により、適切な目標が設定されてい

る。ビッグデータである地震波データの検測を機械学習（ディープラーニング）で行

う研究は、ＡＩ利用の研究として適切である。成果が出れば全国的に応用できる等、

気象庁業務に大いに寄与があるものと期待される。 

一方、今後の研究の進め方が、やや曖昧な印象を受ける。短い期間のフィージビリ

ティ研究として、得られた成果や課題を次の計画につなげることも想定して進めてい

ただきたい。 

なお、研究の実施にあたっては、以下の点について留意して進めて欲しい。 

・業務化に至るまでの中期的な研究目標の設定も別途検討すべきである。 

・機械学習とはいえ、問題の本質を人間が把握しておくことは重要であり、研究遂 

行中に発生した課題や問題点の整理は十分に行っておくべきだろう。 


